
◉
位
置
変
更
と
な
る
バ
ス
停

「
神
戸
」（
カ
ー
マ
前
へ
）

「
片
西
」（
公
園
北
側
へ
）

「
博
物
館
入
口
」（
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
田

原
支
店
付
近
へ
）

「
藤
七
原
」（
金
田
建
設
付
近
へ
）

「
東
ヶ
谷
」（
国
道
42
号
線
側
へ
）

「
南
町
」（
南
町
農
村
公
園
北
側
へ
）

「
大
草
東
」（
伝
十
付
近
へ
）

◉
名
称
変
更
と
な
る
バ
ス
停

「
博
物
館
↓
博
物
館
入
口
」

「
大
草
半
身
↓
大
草
東
」

「
赤
羽
根
支
所
↓
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
」

「
高
松
↓
高
松
東
」

▼
市
民
協
働
課
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運
行
開
始
か
ら
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
て
い
る「
ぐ
る
り
ん
バ
ス
」で

す
が
、よ
り
利
用
し
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
を
目
指
し
、各
路
線
の
利
用
状
況

な
ど
に
基
づ
き
、路
線
お
よ
び
時
刻
表
を

改
正
し
ま
す
。

　

変
更
す
る
路
線
は「
童
浦
線
」「
表
浜
線
」

「
西
部
線
」「
高
松
線
」「
中
央
線
」の
一
部
で

す
。な
お
、赤
羽
根
線
に
つ
い
て
は
土
・
日
・

祝
日
の
み
の
運
行
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、今
回
の
改
正
に
よ
り
バ
ス
停
の

新
設
・
廃
止
・
位
置
変
更
・
名
称
変
更
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
利
用
の
際
は
、必
ず
路
線

お
よ
び
バ
ス
停
発
車
時
刻
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。詳
し
く
は
、６
月
1
日
の
文
書
配
布

で
、各
ご
家
庭
へ
お
配
り
す
る
交
通
案
内

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
新
設
と
な
る
バ
ス
停

「
奥
谷
」（
富
永
医
院
付
近
）

「
東
浜
田
」（
正
覚
院
付
近
）

◉
廃
止
と
な
る
バ
ス
停

「
新
清
谷
」「
弥
栄
」

　

こ
の
日
、市
長
か
ら
諮
問
を
受
け
た
各

委
員
か
ら
は
、現
行
の
行
政
改
革
大
綱
の

取
り
組
み
状
況
を
は
じ
め
、市
の
財
政
状

況
、少
子
化
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

推
進
委
員
会
で
は
、市
民
の
視
点
に
立

っ
た
議
論
を
重
ね
、よ
り
良
い
田
原
市
政

に
向
け
た
答
申
案
を
12
月
ま
で
に
ま
と
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、委
員
会
の
審
議
内
容
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
政
策
推
進
課
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こ
れ
か
ら
の
行
財
政
運
営
の
指
針
と
な

る「
行
政
改
革
大
綱
」を
策
定
す
る
た
め
、

「
田
原
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」を
設
置

し
ま
し
た
。

　

5
月
19
日（
火
）に
開
催
し
た
第
１
回
委

員
会
で
は
、10
名
の
学
識
者
を
行
政
改
革

推
進
委
員
と
し
て
委
嘱
し
、会
長
に
は
白

谷
町
出
身
で
愛
知
大
学
名
誉
教
授
の
河
合

秀
敏
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

1

2

❖
５
月
19
日（
火
）発
足

❖
７
月
１
日（
水
）か
ら

委員名 役職等
遠藤由明 田原市観光協会理事
河合秀敏（会長） 愛知大学名誉教授
河合 人 田原市議会議長
菰田稀一 前田原市副市長
杉浦　操 前行政改革推進委員
世羅　徹 監査法人トーマツ・公認会計士
鳥居和子 田原市更生保護女性会会長
中村都祁子 田原市行政相談委員
真野尚功 社団法人田原青年会議所理事長
山田俊郎 田原臨海企業懇話会会長

◉委員名簿（敬称略・五十音順）

▲第１回委員会であいさつする河合会長

市
民
の
視
点
で
行
政
改
革

田
原
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

ぐ
る
り
ん
バ
ス

路
線
・
時
刻
表
を
改
正
し
ま
す
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